
5　立体の切断

　　赤井利行

広島大学附属小学校

（1＞単元名　　立体（第4学年）

（2）育成する空間思考

・積み木をもとに切断面をイメージする。

・1リットルますを用いて、切断面をイメージする。

・具体物を切断して、切断面を確かめる。

・立方体の切断の活動体験をプール化する

（3）教材観

　本単元は、直方体や立方体を構成すること及び、それらの立体の性質や特徴を理解する

ことが主なねらいである。

　子どもたちは、前学年までに、積木や箱の形の特徴について学習してきている。また、

箱の形については面の形を写し取ることを通して、箱の形を構成している。同時に、ティ

ッシュペーパーの箱やお菓子の箱など様々な箱を目常生活の中で使用し、よく見たり触れ

たりしてきている。しかし、これらの箱の構成要素や位置関係などを意識して使用してい

ない。まして、切断面など考えたことがない。

　ここではそれらの立体を構成したり、見取図をかいたりするなどの活動を通して、辺と

面、面と面の位置関係を考察していく。また、箱の外面だけでなく切断を用いて、切る位

置とできる切断面の形などに着目させる。

　見取図や切断に関して、見る位置や切る位置によってできる見取図や切断面の形が変わ

る。このように、子ども飲み足りきったりする位置によって結果が変わることから、子ど

もは立体に対して不思議さを感じ、興味・関心を高めていくことが重要である。

（4）空間思考を育成する活動

（4）－1積み木をもとに切断面をイメージする　《嶺　つ“さ一

　子どもたちは、日常生活の中で、ケーキを’今日∩培業コ“、

切ったり、ピザを切ったりする経験があった

り、切る場面を見たりしてきている。ここで

子どもたちが注目しているのは、切ったもの

の形であって、切断面を意識していない。

　したがって、立体を切ったときにその切り

方によって、その切断面がどのようになって

いるのかイメージさせる。この活動は、切り

口の辺や頂点の数と平面図形を自分の頭の中
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で結びつけて再構成するという内容である、

　本実践では、子どもたちが使い慣れてお

り、さらに、辺の長さや面の大きさが全て

同じである立方体の積木を用いて、子ども

たちに切断面をイメージさせる。

立方体きななよノ1ミt刀ざ℃

　五方体をなな吟めに切

ζご図1になこ。図／
∠のソつば長方形だか
5長方形・　，

（4）－2　1リットルますに水を入れて切断面をイメージする

　1リットルますに、色水を入れて、その水を切断面として、子どもが自由に動かす。子

どもにとって、この水面は、立方体を包丁で切った切断面として考えられる。さらに、こ

の切断面は色水でできており、自由に動かすことができる。したがって、この活動は子ど

もの操作で刻々と変化し、子どもの意志にそう活動が行える。

　その結果、正三角形、二等辺三角形や四角形、五角形を操作する中から発見することが

できる。

（4）－3具体物を切断する

　小学校第4学年の子どもにとって、まだ、立方体の積木を切断したイメージやリットル

ますの水面を見て切断面をイメージすることが困難な場合がある。そこで、実際の立方体

を切る必要がある。子どもたちの日常生活で切断しているものに、おでんのこんにゃくや

豆腐が考えられる。これらのものを実際に切断して、積木なでで培ってきたイメージと実

際の切断面を比較して、より確かなイメージを形成することが重要である。

（4）－4切断の活動体験のプール化

　子どもにとって、切断方法として、次の3つが行えた。

　　①積木を切断する

　　②1リットルますで切断する

　　③具体物を切断する

　この3つには、イメージだけであったり、具体物を操作したりその手法はそれぞれ異な

っている。このような多様な活動体験を持つことは、子ども自身が空間を考える場合の手

段の多様性を生み出す。

　この切断の学習は、中学校で本格的に行うものである。しかし、その学習の素地的経験

は小学校でも十分行えるものであった。・

（5）指導計画

第1次

第2次

第3次

第4次

第5次

　　（全11時間）

直方体と立方体

辺と面・面と面の関係

展開図と見取図

積木の切断

まとめの練習

1時間

3時間

4時間

2時間（本時2時間分）

1時間
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（6）授業の実際

①　本時の目標

　○　立方体の切断面をイメージできる。

　○　立方体を自由に操作し、いろいろな形の切断面を作ることができる。

②

T
T
C

T

授業の実際

冷蔵庫の中にあるミックスベジタブルのにんじんを想像してください。

どんな形をしていますか。

立方体でれ　　　　　　立方体乞切る艦む壬恒oりロ？
その立方体のにんじんを、包丁で、

　1回だけ切ります。

T　どのようになりますか。

C　直方体が、2つできます。

T　そうですね。直方体が2っできますね。

　でも、今日は、立方体を切ってできた形

　ではなく、切ったときにできる切り口の

　面について考えます。

C　正方形です。

T（問題の意味が理解困難な児童に、繰り

　　返し説明する。）

T　それ以外に切ることはできないかな。

　予想してみよう。

T　積木をもとに考えてみましょう。

　同じように頂点と頂点の間のと　・L
ころ一切ったら、三角形になり1：！：：

　ました。　　　　　　　　　　　　’”　

　二等辺三角形になります。

　　　　　　　　　糸裸
・台形凸

：露譜＼
・長方形［コ

・直角二等辺三角批＼
・二等辺三角〃△
・五角酌△

↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　黍薩1∵一：鱗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．〉．じ．ろ．¶Y台予Z．1て元≒．る．．　．　．　．　．　．　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　双蕪　［飛撫…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，フ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が．三魯形1ミ．なる．、．、

c斜めに切る・　　：：：：：：：：：・：：：：：：：：：：㌫蕊∴川

T二等辺三角形ができるの・　　：：：：’：：：：：司：：・語・ξ：；1∵二⊥二⊥
　（切り方を確認する。）

C　正方形もできます。

T　ちょっと待ってね。まずどのように切ったら、二等辺三角形ができるのか、イメージ

　をしてください。

C（イメージしている。）
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T　正三角形はどのように切るのですか。

C　正方形の面の対角線に包丁を入れて、その反対側の頂点に向かって、斜めに包丁を入

　れます。

C（1つの頂点の周りの3つの正方形の対角線を指で囲い、正三角形を作っている。）

　1つの頂点ア、その周りの頂点をイウエとして、そのイウエを結ぶように切る。

C　3回、切るのですか。

C　1つの面の対角線から、両隣の対角線を通って切ります。対角線は同じ長さだから正

　三角形です。

　　　　　　　　⇒詞

・憲輿、鶯、　・

w嵐プきw（感想）

手岨蛎徽／回穴山と踊とごんな形力恒⇔カ、と・う授業…、

七刀フた面はと1んなガ多がき老えるハをV七1《トかしか二たて”可。それノ穗1

七刀イた函〕は見え一な、・し、ここきt刀．たらミうな一マ・こうち7るとこうな

ると予想ぶたりして．味からで、可．でビ色ロな秀向

旭駐’塙・喋・カ＼。た可

あ坪麺辺枠ひし梱て1・さ恥趨。れそれ

ご∴亘』霊㌫竃徳ご鷲∴∵㍗霧㌶

1∵㌶還∴回ご票ご1｝∴繋i禁1ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐミ」ユ〉　　　　＜図2＞

「一「 ［コ

一亡

一121一



T　今日は、家に帰って、豆腐を

　立方体だと思って、実際に切っ

　てみてください。

　　そして、今目考えたようにな

　るか確かめてください。

T今日は、1リットルますに色水

　を入れて、切った面を考えます。

　　ちょうど、水面が切った面にな

り分力’　7（．こと

㌫㌘霊駕1ξ捲〕き

そして・ヒηリ恒」・，・　ろ、、ろ

㌘゜臓わる・一かソれ
　　　　　　句　　　＿

ります。いろいろと工夫して、予想した面ができるか、がんばってみましょう。

・　ぺ＼

C
C
C

T

．ピ転
　ごへ

五角形ができないと思っていたけど、できました。

ひし形を作ろうと思っていたらできました。

1つの辺に集めていったらできました。

みんなも本当にできるか、確かめてみましょう。

C（難しいという声が上がる。）

C　ひし形はできません。

C　水を増やしてもダメです。

T　ふたがあるとうまくいくかもしれないね。

』　　㌢毒醜

∠

／
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（7）本授業の成果

　子どもたちは、立方体の積木を切断

したときにできる面を正方形だとすぐ

にイメージすることができた。また、

切り方を斜めにすると、長方形になる

こともすぐに理解できたようである。

　また、宿題として出した、豆腐を切

る課題に対して、よくわかったという

反応があった。このことからも、子ど

もの空間思考能力を育成していくには、

子ども自身が立体を操作して活動を体

験することが重要である。

　そして、リットルますを自由に操作

して切断面を考えることは、子どもた

ちにとって、水面を簡単、さらに、自

由に動かすことができ、子ども自身の

考えを修正することができた。また、

操作の過程で、予定していなかった図

・今E｛の埠業屯払えて．

今日○脅卦寺弓捻、昆㍉耐，
所ε予想してい之ぶ古，とども
みもし3バ。㌔貸⊆㊤＼こ．「ヒS
l3u』巾＼ごし℃にぺ～ヒ巾＼．
具砥爪所と↑・・も，かて、あ
ら㌔ゆてお℃’3い㌔。’≦れピ
乞の弓憩琶てし町’跡ぶ・δ㍉こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
字瞭1こ℃P・～肝言∩εし1いけ㊤（
ピ・k＞（邑来）や・て肝3ヒ
いうのもオごh∨っ㌔。ひも平行
ロs‥翻匂へら恒＼つ㍉今ご
1トや「情り，tア・㌔り、せ氷は
りト●川3日3七あα、♀マ〒oつ
シiδ，　ビうや・乏・百⊃8ひ子’
ノξヨコ弓二∴）。

形ができるなど固定観念とらわれることなく自由に考えることができた。

　このように、積木、具体物、リットルますといろいろな方法で取り組むことは、子ども

個々にあった考え方が形成され、空間思考を育成する活動体験がプール化された。

　この授業実践から、カリキュラム研究に次のような示唆が与えられた。

4、学校第4学年

指導内容

　・立体図形と平面図形の関係を、切断を通して観察すること。
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